
ご
相
談
は
お
気
軽
に
！　
　
　

長
崎
市
女
の
都
１
丁
目
１
４
４
４‐

１
３　

自
宅
☎（
８
４
４
）
９
５
９
９　
　

生
活
相
談
室
☎（
８
６
１
）
１
９
８
５

「今後の社会保障の課題」「今後の社会保障の課題」「今後の社会保障の課題」
●市議会議員となって13年目となりますが、現在、国・そして全国の各自治体は共通する課題として人口減
少対策について取り組みがなされています、人口が減少することにより各自治体での問題が大きいから
です、私も議員になる前の会社員時代は人口が減少することによって市民生活がどのようになるかなど
考えたこともありませんでした。しかしながら議員になって市民・住民の方と会話をする中で、健康保険
料が高い・介護保険料が高い・年金だけでは生活が厳しいとの意見を多く聞くようになりました。私も議
会の本会議や委員会で介護保険制度の改正による地方自治体の影響などについての議論をしています
が、抜本的な結論を見出すことは出来ない状況であります。

●長崎市の定住人口は他都市に比べて大きく減少が予測されています。そのことにより超高齢化が進み、要
介護者の増加・１人住まいの増加などにより孤独死の増加も予想されます。その対策として地域での見守
りは大いに賛成しますが、地域包括支援センターを充実すると共に、在宅療養支援診療所・病院（24時間
対応・往診・看取り）の報酬優遇の拡大をしなければならないと思います。

●超高齢化で医療費の増大と介護費用の増大にどうように対応するかも大きな課題だと思います。右肩上
がりの医療費、医療技術の進歩（Ｘ線⇒ＣＴ⇒ＭＲＩ）による医療費の増加、後期高齢者医療制度の保険料
も配慮すると5,000円が限界と言われる中で月額１万円が可能なのかであります。
　又、少子化が進む中で看護師・介護士など必要な人材を本当に確保できるかであります。

●上記の問題は一部でありますが、このようなことは国全体での課題でもあります。今後、長崎市も同様に、
もっと細部についての実態を把握しながら諸課題の解決に早急に努めて行かなければなりません。

私が思う

2014（予算ベース）

370.5

31.09％

115.2（100.0％）

56.0（048.6％）

37.0（032.1％）

22.2（019.3％）

2000

371.8

21.01％

78.1（100.0％）

41.2（052.7％）

26.0（033.3％）

10.9（014.0％）

1990

346.9

13.61％

47.2（100.0％）

24.0（050.9％）

18.4（038.9％）

4.8（010.2％）

1980

203.9

12.15％

24.8（100.0％）

10.5（042.2％）

10.7（043.3％）

3.6（014.5％）

1970

国民所得額（兆円）Ａ

給付費総額（兆円）Ｂ

（内訳）　年　　金

　　　　医　　療

　　　　福祉その他

　　　Ｂ／Ａ

61.0

5.77％

3.5（100.0％）

0.9（024.3％）

2.1（058.9％）

0.6（016.8％）

社会保障給付費の推移

平成17年

平成22年

平成27年

平成32年

平成37年

平成42年

総人口

45.5万人

43.7万人

41.5万人

39.1万人

36.5万人

33.8万人

年少人口

6.9万人（13.3％）

5.5万人（12.5％）

5.0万人（11.9％）

4.5万人（11.4％）

4.0万人（11.0％）

3.6万人（10.5％）

生産年齢人口

29.1万人（64.0％）

27.2万人（62.2％）

24.3万人（58.6％）

21.7万人（55.5％）

19.6万人（53.7％）

17.7万人（52.5％）

老年人口

10.5万人（22.6％）

11.0万人（25.3％）

12.2万人（29.5％）

12.9万人（33.1％）

12.9万人（35.3％）

12.5万人（36.9％）

長崎市の定住人口の推移および年齢別人口割合

※年少人口（0～14歳）　生産年齢人口（15～64歳）　老年人口（65歳以上）

◇高齢者1人を支える現役世代は何人？ ◇女性の結婚や出産の変化は？

1960年

１／11.2人

2010年

１／2.8人

2060年

１／1.3人
52歳の人

（1960年生まれ）
25.7歳

28.2歳
17歳の人は
こうなる？

（1995年生まれ）

⇨

◇50年後の平均寿命は？

2010年

男性　79.64歳

女性　86.39歳

2060年

男性　84.19歳

女性　90.93歳
⇨

⇨
平均初婚
年齢

10人に1人
（9.4％）

5人に1人
（20.1％）

生涯結婚
しない割合

2.07人

1.74人

夫婦が持つ
子どもの数

やさしい街づくり！元気な長崎！

だ
よ
り第53号

平成27年８月　発行責任者：五輪　清隆　編集責任者：板山　孝宏　長崎市水の浦１の１　TEL861-6032

長崎市議会議員

改
選
後
、
初
の
定
例
議
会

改
選
後
、
初
の
定
例
議
会

世界遺産に登録された端島炭坑（軍艦島）

長
崎
市
議
会
議
員　

五  

輪  

清  

隆

　

暑
さ
厳
し
い
候
、
皆
さ
ま
に
於
か
れ
ま
し
て

は
益
々
ご
健
勝
に
て
、
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

改
選
後
、
初
の
定
例
議
会

　

さ
る
、
６
月
19
日
か
ら
定
例
本
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
が
、
４
月
の
市
会
議
員
選
挙
で

40
名
の
顔
ぶ
れ
が
大
き
く
変
わ
り
、現
職
27
名
・

元
職
３
名
・
新
人
10
名
と
な
り
、
改
選
前
の

議
場
と
雰
囲
気
が
変
わ
っ
た
感
じ
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
４
年
間
、
私
も
議
員
と
し
て
精
力

的
に
諸
活
動
に
取
り
組
む
決
意
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

　

７
月
５
日
に

ド
イ
ツ
・
ボ
ン
で

開
催
さ
れ
ま
し

た
、
国
連
教
育

科
学
機
関（
ユ
ネ

ス
コ
）世
界
遺
産

委
員
会
で
日
本

政
府
が
推
薦
し

た「
明
治
日
本
の

産
業
革
命
遺
産

　

製
鉄
・
製
鋼
、

造
船
、
石
炭
産

業
」（
長
崎
県
な

ど
８
県
23
施
設
）

が
諮
問
機
関
の

勧
告
通
り
、
世

界
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
る
こ

と
が
決
定
し
ま

し
た
。

　

長
崎
市
議
会
・

長
崎
市
も
平
成

25
年
９
月
17
日

に
国
が
世
界
遺

産
へ
の
推
薦
候
補

と
し
て
決
定
後
の
翌
日
に
全
員
協
議
会
を
開

会
し
市
長
よ
り
経
過
説
明
を
受
け
て
多
く
の
質

疑
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

又
、私
が
所
属
す
る
市
民
ク
ラ
ブ（
14
名
）は
、

同
年
10
月
15
日
に
長
崎
市
内
の
８
候
補
地
の

調
査
を
行
い
ま
し
た
、
特
に
端
島（
軍
艦
島
）に

初
め
て
上
陸
し
ま
し
た
が
、
学
校
・
居
住
住
宅
・

護
岸
を
見
て
感
じ
た
こ
と
は
、
劣
化
が
著
し
く

ひ
ど
く
本
当
に
保
存
が
可
能
な
の
か
と
感
じ
ま

し
た
。

　

今
回
の
世
界
遺
産
決
定
は
素
直
に
喜
び
た
い

と
お
も
い
ま
す
が
、
軍
艦
島
の
保
存
計
画
、
現

在
も
稼
働
し
て
い
る
三
菱
重
工
㈱
が
所
有
す
る

第
三
ド
ッ
ク
や
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
・
カ
ン
チ
レ
バ
ー

ク
レ
ー
ン
が
役
目
が
終
わ
っ
た
後
の
管
理
や
資

産
を
維
持
管
理
す
る
為
の
費
用
、
国
内
外
か

ら
見
学
に
訪
れ
る
皆
さ
ん
の
受
け
入
れ
体
制
な

ど
課
題
も
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
改
善
策
を
含

め
早
急
に
市
議
会
も
長
崎
市
・
関
係
先
と
連

携
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
も
暑
い
日
々
が
続
き
ま
す
が
、
水
分
補

給
な
ど
を
行
い
熱
中
症
に
充
分
に
注
意
し
て
楽

し
い
夏
を
過
ご
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
４
期
目
の
市
会
議
員
と
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
が「
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環

境
つ
く
り
」に
向
け
て
諸
活
動
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
く
決
意
で
す
。

　

皆
様
方
に
は
更
な
る
ご
指
導
・
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」

世
界
遺
産
に
決
ま
る

世
界
遺
産
に
決
ま
る

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」

世
界
遺
産
に
決
ま
る

熱
中
症
に
充
分
に
注
意
し
て
下
さ
い

熱
中
症
に
充
分
に
注
意
し
て
下
さ
い

熱
中
症
に
充
分
に
注
意
し
て
下
さ
い

ホームページアドレス　http://www.k-itsuwa.com/



一般会計予算は約６億6,800万円で一般会計予算は約６億6,800万円で
　　　　　　　35議案を可決・同　　　　　　　35議案を可決・同意！

（総額：2,141億8,000万円）

平
成
27
年
６
月
議
会

約10億6,400万円、
　　　条例改正19件可決

補正総額約7億7,938万円（特別会計含む）、26の議案を可決・同意！

12月４日　一般質問を行う！

一般会計予算は約６億6,800万円で
　　　　　　　35議案を可決・同意！

平成26年度一般会計補正予算
（約37億5,300万円）

22議案可決・１議案修正可決・１議案否決

開
催
の
企
業
面
談
会
参
加
の
経
費

を
一
部
助
成
す
る
こ
と
で
企
業
面

談
会
へ
の
出
展
を
促
す
ほ
か
、
チ

ラ
シ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
及

び
首
都
圏
等
の
大
学
訪
問
に
よ
り
、

採
用
意
欲
の
あ
る
地
場
企
業
の
情

報
の
発
信
等
を
行
い
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ

ー
ン
者
の
就
業
機
会
の
拡
大
を
図

り
、
企
業
の
経
営
基
盤
の
強
化
及

び
地
元
定
住
に
つ
な
げ
る
も
の
。

・
補
助
率
　
１
／
２

・
補
助
上
限
額
　
30
万
円

◆
市
営
住
宅
指
定
管
理
費

…
１，
８
１
１
万
７
千
円

市
営
住
宅
に
お
け
る
平
成
26
年

度
の
退
去
数
が
見
込
み
を
大
き
く

上
回
っ
た
こ
と
及
び
、
住
戸
の
明

け
渡
し
時
に
実
施
す
る
退
去
修
繕

の
実
施
が
遅
延
し
て
い
た
こ
と
に

伴
い
、
入
居
者
募
集
時
に
指
定
管

理
費
に
お
い
て
実
施
す
る
空
家
修

繕
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
、
不

足
が
生
じ
る
た
め
補
正
す
る
も
の
。

当
初
予
算
額
　
３
億
２，
２
３
３
万
１
千
円

◆
一
般
管
理
費
事
務
費

（
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
経
費
）

…
６，
４
５
９
万
２
千
円

が
ん
ば
ら
ん
ば
長
崎
市
応
援
寄

附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
に
お
け

る
寄
附
金
の
増
を
図
る
た
め
、
寄

附
金
に
応
じ
た
魅
力
あ
る
返
礼
品

の
充
実
・
拡
大
な
ど
を
行
う
。

◆
文
化
施
設
整
備
事
業
費

ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル…

２，
４
８
０
万
円

長
崎
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
利
便
性

の
向
上
を
図
る
た
め
、
身
障
者
用

ト
イ
レ
に
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
設

備
等
を
設
置
す
る
ほ
か
、
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
に
大
型
電
子
案
内
板
を
設

置
す
る
こ
と
な
ど
に
要
す
る
経
費
。

補
正
予
算
の
主
な
内
容

◆
世
界
遺
産
登
録
推
進
費

世
界
遺
産
観
光
客
受
入
費

…
１，
４
４
９
万
４
千
円

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産

九
州
・
山
口
と
関
連
地
域
」
の
構

成
資
産
に
お
い
て
、
世
界
遺
産
登

録
を
見
据
え
、
観
光
客
の
増
加
に

対
応
し
た
受
入
態
勢
の
充
実
を
図

る
も
の
。

・
旧
木
型
場（
長
崎
造
船
所
史
料
館
）

三
菱
重
工
業
㈱
が
実
施
す
る

受
入
態
勢
の
充
実
に
係
る
経
費

の
一
部
に
つ
い
て
助
成
す
る
。

・
小
菅
修
船
場
跡
、
高
島
炭
坑
北

渓
井
坑
跡

土
・
日
・
祝
日
を
中
心
に
、

案
内
対
応
を
行
う
。

旧木型場（長崎造船所史料館）

平
成
27
年
第
３
回
長
崎
市
議
会
定
例
会
は
、
６
月
19
日
に
開
会
し
７

月
８
日
ま
で
の
20
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
定
例
会
の
補
正
予
算
は
、
一
般
会
計
予
算
の
う
ち
民
間
保
育
所

の
児
童
福
祉
施
設
整
備
事
業
費
補
助
金
３，
２
９
９
万
４
千
円
が
減
額
さ

れ
６
億
６，
８
４
５
万
２
千
円
、
特
別
会
計
予
算
▲
１
億
３，
３
２
７
万
１

千
円
の
総
額
５
億
３，
５
１
８
万
１
千
円
に
修
正
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
改
正
で
は
、「
長
崎
市
特
定
個
人
情
報
保
護
条
例
」、「
長
崎
市
福

祉
医
療
費
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」等
は
可
決
さ
れ
、
市
立

仁
田
小
、
佐
古
小
の
新
設
統
合
後
の
校
名
案「
仁
田
佐
古
小
」の「
長
崎

市
立
小
学
校
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」に
つ
い
て
は
、
再
度
地
元

で
協
議
す
る
こ
と
と
し
、
一
部
修
正
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
人
事
案
件
で

は
三
藤
副
市
長
の
選
任
、
教
育
委
員
会
の
馬
場
教
育
長
の
任
命
に
同
意

し
ま
し
た
。

ま
た
、「
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
を
守
る
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
の
堅
持
を
求
め
る
意
見
書
」「
認
知
症
へ
の
取
り
組
み
の
充
実

強
化
に
関
す
る
意
見
書
」、「
被
爆
70
周
年
の
決
議
に
つ
い
て
」
採
択
し
、

「
安
全
保
障
法
制
に
関
す
る
法
案
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
に
関
す
る
請

願
に
つ
い
て
」
は
賛
成
14
、
反
対
25
の
反
対
多
数
で
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
。
地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会
、
世
界
遺
産
・
観
光
客
受
入
対
策

特
別
委
員
会
、
長
崎
駅
周
辺
再
整
備
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

◆
高
齢
者
安
心
火
災
警
報
器
給
付
費

…
１，
８
０
０
万
円

心
身
機
能
の
低
下
に
よ
り
防
火

等
の
配
慮
が
必
要
な
高
齢
者
等
の

う
ち
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る

世
帯
に
つ
い
て
、
ブ
ザ
ー
に
よ
り

火
災
発
生
を
屋
外
へ
発
信
す
る
た

め
の
警
報
器
を
設
置
す
る
も
の
。

◆
子
ど
も
医
療
対
策
費

…
７
２
７
万
７
千
円

現
在
、
小
学
校
就
学
前
の
乳
幼

児
を
対
象
と
し
て
実
施
し
て
い
る

保
険
診
療
に
係
る
医
療
費
の
一
部

助
成
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
４
月

受
診
分
か
ら
対
象
を
小
学
校
卒
業

ま
で
拡
大
し
た
い
が
、
こ
れ
に
伴

う
制
度
の
周
知
及
び
申
請
受
付
等

に
要
す
る
準
備
の
た
め
の
経
費
。

◆
児
童
福
祉
施
設
整
備
事
業
費
補

助
金
　
民
間
保
育
所

…
２
億
３，
０
０
３
万
７
千
円

待
機
児
童
の
解
消
と
入
所
児
童

の
保
育
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
、

民
間
保
育
所
の
定
員
増
を
伴
う
増

改
築
等
の
施
設
整
備
に
助
成
す
る
。

【
合
計
で
30
人
の
定
員
増
】

み
は
ら
保
育
園

（
増
改
築
　
60
人→

70
人
）

城
山
保
育
園

（
増
改
築
　
60
人→

80
人
）

・
補
助
率
　
３
／
４

◆
観
光
施
設
整
備
事
業
費

観
光
施
設
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
設
備

整
備
…
…
…
…
５，
０
０
０
万
円

夜
景
観
光
の
人
気
定
着
を
図
る

た
め
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
る
稲

佐
山
電
波
塔
に
、
新
た
に
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
設
備
を
整
備
す
る
。

◆
旧
出
島
橋
調
査
費…

１，
６
８
０
万
円

出
島
表
門
橋
架
橋
予
定
地
の
遺

構
確
認
現
場
か
ら
検
出
さ
れ
た
旧

出
島
橋
の
部
材
（
約
１
５
０
石
）

に
つ
い
て
、
出
島
史
跡
内
に
移
設

し
、
保
存
管
理
及
び
調
査
研
究
を

行
う
。

◆
耐
震
化
推
進
事
業
費

旧
三
菱
第
２
ド
ッ
ク
ハ
ウ
ス

…
２，
１
４
０
万
円

現
在
施
工
中
の
グ
ラ
バ
ー
園
旧

三
菱
第
２
ド
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
耐
震

改
修
等
工
事
に
お
い
て
、
建
物
の

シ
ロ
ア
リ
被
害
等
に
よ
り
、
工
事

内
容
を
追
加
す
る
も
の
。

・
総
事
業
費
　
７，
６
４
０
万
円

・
事
業
期
間
　
平
成
26
年
度

〜
平
成
27
年
度

◆
中
小
企
業
対
策
費

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
促
進
費

…
３
７
３
万
６
千
円

地
場
中
小
企
業
に
対
し
、
県
外

昭
和
20（
１
９
４
５
）年
８
月
９
日
11
時
２
分
、
長
崎
市
は
一
発
の
原
子
爆
弾
に
よ
っ
て
壊
滅
し

た
。
熱
線
と
爆
風
、
放
射
線
な
ど
に
よ
り
、
約
15
万
人
も
の
人
々
が
死
傷
し
、「
70
年
は
草
木
も

生
え
な
い
」
と
言
わ
れ
た
原
子
野
が
広
が
り
、
人
々
は
希
望
も
奪
わ
れ
た
。

70
年
が
過
ぎ
た
今
、
長
崎
市
は
緑
豊
か
な
国
際
文
化
都
市
と
し
て
、
復
興
と
発
展
を
遂
げ
た
。

多
く
の
先
人
の
努
力
に
改
め
て
こ
こ
に
感
謝
と
敬
意
を
表
し
た
い
。
同
時
に
、
原
子
爆
弾
の
後
障

害
に
今
も
苦
し
む
被
爆
者
の
方
々
の
存
在
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
今
な
お
被
爆
者
と
し

て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
被
爆
体
験
者
の
切
な
る
声
を
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、

核
兵
器
廃
絶
の
願
い
が
今
な
お
達
成
さ
れ
な
い
冷
徹
な
現
実
か
ら
、
目
を
そ
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
。

２
０
１
５
年
核
不
拡
散
条
約（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）再
検
討
会
議
は
、
合
意
文
書
も
採
択
さ
れ
な
い
ま
ま
終

了
し
た
。

核
抑
止
力
に
依
存
し
な
い
非
核
保
有
国
や
平
和
首
長
会
議
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な

ど
が
核
兵
器
禁
止
条
約
に
向
け
た
取
り
組
み
を
求
め
た
が
、
核
兵
器
を
保
有
す
る
国
々
が
理
解
を

示
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。

核
兵
器
に
頼
ろ
う
と
す
る
考
え
方
の
中
に
こ
そ
、
復
興
す
べ
き
本
当
の
荒
廃
が
広
が
っ
て
い
る
。

今
、
世
界
に
存
在
す
る
と
い
わ
れ
る
約
１
万
６
千
発
も
の
核
兵
器
が
つ
く
り
出
す
か
も
し
れ
な
い

原
子
野
に
、
核
兵
器
を
保
有
す
る
国
々
は
想
像
を
め
ぐ
ら
せ
て
み
る
べ
き
で
あ
る
。

私
た
ち
被
爆
地
の
市
民
は
、
核
兵
器
が
ど
れ
ほ
ど
非
人
道
的
な
結
果
を
も
た
ら
す
の
か
、
被
爆

者
の
思
い
を
受
け
継
い
で
、
国
際
社
会
に
訴
え
て
い
く
責
務
が
あ
る
。

被
爆
70
年
に
当
た
り
、
長
崎
市
議
会
は
市
民
総
意
の
も
と
に
、
こ
こ
に
改
め
て
決
意
す
る
。

70
年
前
、
被
爆
者
が
経
験
し
た
原
子
爆
弾
に
よ
る
惨
状
の
記
憶
を
、
世
界
の
人
々
に
も
っ
と
広

く
伝
え
、
次
世
代
を
担
う
人
々
に
粘
り
強
く
語
り
継
ぎ
、
核
兵
器
の
廃
絶
と
平
和
な
世
界
へ
の
実

現
の
願
い
を
、
も
っ
と
大
き
な
声
で
世
界
に
訴
え
て
い
き
た
い
。

原
子
爆
弾
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
心
か
ら
哀
悼
を
さ
さ
げ
る
と
と
も
に
、
核
兵
器
の
な
い

世
界
が
実
現
す
る
そ
の
と
き
ま
で
、
長
崎
市
民
と
し
て
平
和
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
く
も

の
で
あ
る
。

以
上
、
決
議
す
る
。

平
成
27
年
７
月
８
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
　
崎
　
市
　
議
　
会

議
会
で
の
役
職
な
ど

g

総
務
委
員
会
委
員

g

議
会
運
営
委
員
会
委
員

g

雇
用
対
策
審
議
会
委
員

g

農
業
委
員
会
委
員

被
爆
70
周
年
の
決
議


